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史
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一
橋
百
年
の
歴
史
の
な
か
で
教
科
目
と
し
て
の
ド
イ
ッ
語
が
登
場
す
る
の
は
、
商
法
講
習
所
か
ら
東
京
商
業
学
校
、
さ
ら
に
高
等

商
業
学
校
へ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
し
た
明
治
一
七
年
ー
二
〇
年
の
頃
で
あ
る
。
記
録
の
上
で
は
明
治
一
九
年
七
月
の
東
京
商
業

学
校
教
科
一
覧
の
高
等
科
の
部
に
、
週
六
時
間
の
独
語
学
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
以
後
明
治
二
〇
年
、
同
二
二
年
の
学
科
目
改
正
に

も
引
継
が
れ
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
商
法
講
習
所
教
則
に
最
初
の
記
録
を
見
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
と
は
異
な

り
、
ド
イ
ツ
語
が
教
科
目
と
な
る
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
八
年
の
東
京
外
国
語
学
校
お
よ
び
同
附
属
高
等
商
業
学
校
と
の
合
併
が
そ

の
機
縁
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
前
年
、
商
法
講
習
所
の
昇
格
と
競
い
合
う
形
で
東
京
外
国
語
学
校
に
併
設
さ
れ
た
附
属
高

等
商
業
学
校
に
は
、
同
学
校
規
則
第
三
条
と
し
て
、
当
初
か
ら
英
佛
独
露
支
朝
の
外
国
語
科
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
実
際
に
ド
イ
ッ
語
教
育
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
学
科
課
程
の
改
正
に
明
け
暮
れ
た
こ
の
変
動
期
を
過
ぎ
、

高
等
商
業
学
校
に
予
科
・
本
科
の
体
制
が
定
着
し
た
明
治
二
二
、
三
年
頃
と
思
わ
れ
る
。

・
の
一
橋
ギ
・
語
誓
草
創
期
の
担
い
手
と
し
て
は
、
エ
ー
リ
オ
・
ビ
・
ダ
氏
の
名
が
た
だ
天
記
録
義
る
の
み
で
あ
晒



る
。
イ
タ
リ
ァ
人
ビ
ン
ダ
氏
は
ド
イ
ツ
語
の
ほ
か
、
明
治
二
二
年
の
学
科
目
改
正
で
新
た
に
加
わ
っ
た
イ
タ
リ
ア
語
、
同
二
七
年
に
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

加
わ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
語
と
を
合
せ
て
三
ケ
国
語
の
教
育
を
担
当
さ
れ
た
。
途
中
ご
く
短
期
間
、
法
学
者
の
高
木
甚
平
氏
、
兼
任
講
師

と
し
て
学
習
院
の
山
口
小
太
郎
氏
が
ド
イ
ッ
語
を
担
当
さ
れ
る
が
、
ビ
ン
ダ
氏
は
明
治
三
四
年
ま
で
、
ほ
ぼ
十
年
に
わ
た
っ
て
そ
の

職
に
あ
っ
た
。

育教般一

　
東
京
高
等
商
業
学
校
と
な
る
明
治
三
五
年
を
境
と
し
て
、
一
橋
の
ド
イ
ッ
語
教
育
、
教
授
陣
容
も
充
実
の
兆
を
見
せ
始
め
る
。
こ

の
頃
、
い
わ
ぽ
初
の
ド
イ
ツ
語
専
任
担
当
教
官
と
し
て
、
雪
岡
重
太
郎
氏
が
着
任
す
る
。
雪
岡
氏
は
第
二
口
向
等
中
学
校
を
中
退
後
ド

イ
ツ
語
研
修
に
専
念
、
字
書
編
纂
、
翻
訳
事
務
に
従
事
し
、
逓
信
省
・
文
部
省
を
経
て
明
治
三
五
年
に
東
京
高
商
助
教
授
兼
書
記
と

し
て
本
学
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
。
ド
イ
ッ
語
を
教
授
す
る
か
た
わ
ら
、
入
試
委
員
、
会
計
主
任
、
収
入
官
等
の
学
内
の
役
職
を
歴
任

し
、
大
正
八
年
に
死
去
さ
れ
る
ま
で
多
面
に
わ
た
っ
て
本
学
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
。

　
同
じ
頃
、
兼
任
講
師
と
し
て
東
京
外
国
語
学
校
教
授
の
水
野
繁
太
郎
氏
が
、
七
年
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
と
ら
れ
、
ま
た
、
外
国
人

教
師
は
ビ
ン
ダ
氏
の
あ
と
を
受
け
て
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ハ
イ
ゼ
氏
が
着
任
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
に
二
一
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
本

学
の
ド
イ
ッ
語
教
育
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
。

　
東
京
高
商
時
代
の
後
半
に
は
、
ド
イ
ッ
語
教
授
陣
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
加
わ
る
。
本
来
的
に
は
ド
イ
ツ
語
教
官
の
枠
に
は
納
ま
ら

な
い
各
専
門
領
域
の
教
授
た
ち
が
、
一
時
期
ド
イ
ッ
語
教
官
を
兼
担
す
る
形
で
あ
っ
て
、
本
学
独
自
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
国
際
法
の
山
口
弘
一
、
経
済
史
の
三
浦
新
七
、
統
計
・
保
険
学
の
藤
本
幸
太
郎
の
三
氏
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
領
域
で
詳
述
さ
れ
る
べ
き
大
学
者
で
あ
り
、
本
稿
で
は
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
、
こ
れ
と
時
を
同
じ
く



語ツ
イ、

ド

し
て
、
山
田
伊
三
郎
、
武
内
大
造
、
辻
高
衛
の
各
氏
を
東
京
外
国
語
学
校
よ
り
兼
任
講
師
と
し
て
迎
え
て
お
り
、
前
記
ハ
イ
ゼ
、
雪

岡
両
氏
を
合
せ
て
、
よ
う
や
く
ド
イ
ッ
語
教
育
の
充
実
期
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
東
京
商
科
大
学
の
時
代
に
入
る
に
先
だ
っ
て
、
こ
こ
で
再
度
ハ
イ
ゼ
氏
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
学
問
史
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
人

物
史
の
領
域
に
属
す
る
と
し
て
も
、
東
京
高
商
の
全
期
間
と
、
商
大
昇
格
後
の
教
年
間
を
通
じ
、
一
貫
し
て
本
学
の
ド
イ
ッ
語
教
育

に
専
念
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
如
水
会
報
の
幾
多
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
本
学
で
ド
ィ
ッ

語
を
学
ん
だ
学
生
に
と
っ
て
、
忘
れ
得
ぬ
良
き
師
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
イ
ゼ
氏
は
一
八
六
九
年
キ
ー
ル
市
の
生
れ
、

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
来
日
し
て
東
京
高
商
お
よ
び
学
習
院
で
教
鞭
を
と
る
。
来
日
の
斡
旋
は
英
語
学
の
神
田
乃
武
氏
に

よ
る
も
の
と
言
わ
れ
る
。
当
時
の
学
生
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ゼ
氏
は
「
亜
麻
色
の
髪
、
鋭
い
眼
光
、
堂
々
た
る
体
躯
、
悠
々
迫

ら
ざ
る
風
格
」
の
ゲ
ル
マ
ン
気
質
の
典
型
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
授
ぶ
り
は
厳
格
そ
の
も
の
で
、
一
度
で
学
生
の
氏
名
を
覚
え
、
次
回

か
ら
は
名
指
し
で
解
答
を
求
め
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
学
生
に
は
想
い
出
深
い
教
師
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
正
二
二
年
の

帰
国
の
後
も
多
く
の
卒
業
生
と
の
親
交
が
あ
り
、
昭
和
二
二
年
の
日
本
再
訪
の
折
に
は
、
各
地
で
盛
大
な
歓
迎
の
行
事
が
催
さ
れ

た
。
こ
よ
な
く
日
本
を
愛
さ
れ
た
ハ
イ
ゼ
氏
は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
に
滞
在
中
の
北
京
で
没
、
遺
言
に
よ
り
会
津
飯
盛
山

に
葬
ら
れ
、
同
地
に
は
卒
業
生
よ
り
な
る
ハ
イ
ゼ
先
生
記
念
事
業
会
の
手
で
銘
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　
大
正
九
年
の
商
科
大
学
昇
格
に
伴
な
っ
て
、
予
科
三
年
、
本
科
三
年
の
新
し
い
体
制
を
迎
え
、
本
学
の
ド
イ
ッ
語
教
育
は
予
科
を

中
心
に
一
層
の
充
実
ぶ
り
を
示
す
。
こ
の
頃
、
雪
岡
氏
に
続
く
ド
イ
ッ
語
専
任
教
官
と
し
て
金
子
弘
氏
、
兼
任
講
師
と
し
て
田
代
光
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雄
、
久
保
春
海
の
両
氏
を
新
た
に
迎
え
る
。
金
子
氏
は
大
正
一
一
年
に
予
科
助
教
授
と
し
て
着
任
、
昭
和
一
一
年
ま
で
ド
イ
ッ
語
教
　
－



育教般一

育
に
従
事
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
昭
和
二
年
か
ら
同
五
年
ま
で
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
す
る
が
、
「
独
語
及
び
独
語
教
授
法
研
究
」
の
名
目
　
皿
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で
は
恐
ら
く
本
学
最
初
の
留
学
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
金
子
氏
の
研
究
領
域
は
む
し
ろ
産
業
心
理
学
と
も
い
う
べ
き
分
野
に
あ
り
、

昭
和
七
年
に
は
同
名
の
著
書
を
高
垣
寅
次
郎
氏
と
の
共
著
で
発
表
し
て
い
る
。
他
方
、
久
保
春
海
氏
は
大
正
一
一
年
か
ら
予
科
、
専

門
部
の
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後
同
一
四
年
以
降
は
専
門
部
教
授
と
し
て
、
専
門
部
を
中
心
に
昭
和
一
八
年
ま
で
ド
イ
ツ

語
教
育
に
従
事
さ
れ
た
。

　
大
正
一
四
年
、
本
学
の
ド
イ
ッ
語
教
授
陣
に
吹
田
順
助
氏
を
迎
え
た
こ
と
は
、
一
橋
ド
イ
ッ
語
百
年
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
特
筆

す
べ
き
出
来
事
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
初
め
て
の
独
文
出
身
者
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
分
野
で
す
で
に
多
く
の
業
績
を
挙
げ
て
い

た
吹
田
氏
の
着
任
は
、
本
学
の
従
来
の
伝
統
に
さ
ら
に
新
た
な
展
開
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
氏
が
本
科
で
担
当
し
た
ド
イ

ツ
文
芸
思
潮
に
関
す
る
講
義
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
は
予
科
の
ド
イ
ッ
語
教
育
も
ま
た
一
つ
の
転
機
を
迎
え
て
、
そ

れ
ま
で
に
な
い
深
み
と
広
が
り
を
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
吹
田
氏
は
＝
商
、
東
大
を
卒
業
後
、
東
北
大
予
科
、
七
高
、
山
形
高
教
授
を
経
て
商
大
予
科
教
授
、
本
科
助
教
授
と
な
る
。
昭
和

五
年
に
は
本
科
教
授
、
同
一
二
年
に
は
図
書
館
長
の
要
職
に
つ
き
、
同
一
九
年
の
退
官
ま
で
予
科
、
本
科
の
ド
イ
ッ
語
、
ド
イ
ッ
近

代
思
潮
史
を
担
当
、
本
学
の
ド
イ
ッ
語
・
ド
イ
ッ
文
化
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
ド
イ
ッ
語
関
係
教
官
の
名
誉
教
授
第
一
号

で
あ
る
こ
と
も
付
言
し
た
い
。
吹
田
氏
の
研
究
領
域
お
よ
び
業
績
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ッ
ベ
ル
の
翻
訳
・
紹
介
、
ゲ
オ
ル
ク
・

ブ
ラ
ン
デ
ス
や
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
文
学
史
の
翻
訳
・
研
究
、
そ
の
他
『
ゲ
ー
テ
と
東
洋
』
を
初
め
と
す
る
ゲ
ー
テ
研
究

等
、
極
め
て
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
が
、
個
別
の
作
家
・
作
品
研
究
を
超
え
た
近
代
ド
イ
ッ
文
芸
思
潮
研
究
と
い
う
呼
称
で
総
括

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
事
実
、
商
大
本
科
に
お
け
る
氏
の
講
義
題
目
も
同
様
で
あ
っ
た
。
因
み
に
昭
和
六
年
の
氏
の
講
義
要
項
の



語ツ
イド

一
端
を
紹
介
し
よ
う
。

　
濁
逸
近
代
思
潮
史

毎
週
二
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
吹
　
田
　
順
助

　
先
ヅ
研
究
ノ
方
法
（
思
潮
史
的
様
式
的
方
法
）
二
就
イ
テ
概
観
シ
、
本
論
ト
シ
テ
ハ

　
一
、
一
七
世
紀
（
バ
ロ
ッ
ク
時
代
）

　
二
、
一
八
世
紀
（
啓
蒙
思
潮
、
ロ
コ
コ
時
代
）

　
三
、
自
一
八
世
紀
末
葉
、
至
一
九
世
紀
初
葉
（
シ
ュ
ツ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
、
古
典
派
、
浪
漫
派
）

　
四
、
一
九
世
紀
中
葉
（
写
実
主
義
ノ
時
代
）
ノ
社
会
思
潮
、
哲
学
、
文
学
、
時
代
ノ
様
式
ヲ
論
述
シ
、
以
テ
各
時
代
ノ
構
造
関
係

　
　
ヲ
考
察
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
タ
イ
。

　
こ
の
講
義
は
後
に
「
濁
逸
近
代
思
想
史
」
と
名
を
変
え
、
一
時
期
は
三
浦
新
七
氏
と
の
連
繋
の
も
と
で
開
講
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
及
ぶ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ド
イ
ッ
精
神
史
、
文
化
史
の
講
義
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
こ
の
間
の
研
究
の
集
約
と
思
わ
れ
る
吹
田
氏
の
主
著
『
近
代
猫
逸
思
潮
史
』
（
学
位
論
文
、
昭
和
一
五
年
京
大
）
、
お
よ
び

戦
後
公
刊
さ
れ
た
『
ド
イ
ッ
文
学
序
説
』
か
ら
も
推
察
で
き
よ
う
。

　
一
方
、
吹
田
氏
は
ま
た
随
筆
の
名
手
と
し
て
学
内
外
の
新
聞
や
雑
誌
に
健
筆
を
揮
わ
れ
た
。
専
門
の
ド
イ
ッ
文
学
に
か
か
わ
る
重

厚
な
作
品
か
ら
広
範
な
交
友
の
記
録
、
は
た
ま
た
軽
妙
な
歌
舞
伎
談
と
、
そ
の
題
材
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
氏
の
闊
達
な

人
柄
を
偲
ぽ
せ
る
味
わ
い
深
い
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
緑
野
抄
』
（
昭
和
十
年
）
、
『
果
物
皿
』
（
昭
和
一
六
年
）
、
『
分
水
嶺
』

（
昭
和
三
七
年
）
等
に
収
録
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻



育教

　
吹
田
氏
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
予
科
ド
イ
ツ
語
教
授
陣
に
は
、
新
た
に
長
谷
川
禄
三
郎
、
安
楽
直
治
、
中
村
健
一
郎
、
神
保
謙
吾
の
諸
　
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

氏
が
兼
任
講
師
と
し
て
加
わ
る
。
こ
の
う
ち
神
保
氏
は
昭
和
一
〇
年
、
専
任
予
科
教
授
と
な
り
、
昭
和
一
八
年
旧
制
△
口
同
に
移
ら
れ

る
ま
で
、
予
科
ド
イ
ッ
語
教
育
の
中
心
的
役
割
を
担
わ
れ
た
。
同
氏
は
吹
田
氏
に
次
ぐ
二
人
目
の
東
大
独
文
出
身
の
教
官
で
あ
り
、

ド
イ
ッ
中
世
文
学
研
究
に
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
た
。

　
昭
和
一
〇
年
以
降
、
先
に
述
べ
た
東
京
高
商
時
代
後
半
に
お
け
る
よ
う
な
、
本
学
独
自
の
ド
イ
ッ
語
ス
タ
ッ
フ
が
予
科
の
教
壇
に

立
つ
。
社
会
学
の
高
島
善
哉
、
哲
学
の
本
田
謙
三
、
太
田
可
夫
、
倫
理
学
の
藤
井
義
夫
、
法
制
史
の
町
田
実
秀
、
経
済
地
理
の
江
沢

譲
爾
の
諸
氏
が
そ
れ
で
、
い
ず
れ
も
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
本
学
出
身
者
で
あ
る
。
後
年
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
に

お
い
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
れ
ら
諸
氏
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
場
合
と
同
様
に
別
稿
で
紹
介
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
こ

の
な
か
で
は
町
田
氏
の
ド
イ
ッ
語
教
授
歴
が
も
っ
と
も
長
く
、
新
制
移
行
期
ま
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

般一

　
昭
和
二
四
年
、
新
制
一
橋
大
学
に
移
行
し
、
前
・
後
期
四
年
、
し
か
も
四
学
部
体
制
が
発
足
す
る
に
及
ん
で
、
本
学
の
語
学
教
育

お
よ
び
同
担
当
教
官
の
構
成
に
も
大
幅
な
変
化
が
生
ず
る
。
特
に
旧
予
科
時
代
に
ス
タ
ッ
フ
の
相
当
部
分
を
広
義
の
社
会
科
学
系
教

官
が
占
め
て
い
た
ド
イ
ッ
語
の
場
合
、
そ
の
変
化
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
以
降
、
ド
イ
ッ
語
教
育
の
担
当
は
ド
イ
ッ
語
な
い
し

ド
イ
ッ
文
学
を
専
門
領
域
と
す
る
独
文
出
身
の
教
官
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

　
新
制
移
行
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
時
期
に
、
前
期
小
平
分
校
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ッ
語
、
後
期
国
立
本
校
の
ド
イ
ッ
文
学
関
係
の
講

義
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
町
田
氏
を
除
け
ぽ
、
多
田
鉄
雄
、
関
泰
祐
、
大
畑
末
吉
、
登
張
正
実
、
敏
田
敏
郎
の
諸
氏
、
お
よ

び
非
常
勤
講
師
と
し
て
大
成
龍
雄
、
相
沢
博
、
土
井
義
信
、
斉
藤
栄
治
、
北
通
文
、
丸
山
武
夫
、
金
子
栄
一
の
諸
氏
で
あ
る
。



語ツ
イド

　
多
田
鉄
雄
氏
は
東
京
外
語
、
東
北
帝
大
を
卒
業
後
、
巣
鴨
高
商
教
授
、
文
部
省
教
育
調
査
部
嘱
託
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
か
た
わ

ら
、
昭
和
一
一
年
よ
り
本
学
附
属
専
門
部
講
師
と
し
て
ド
イ
ッ
語
を
担
当
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
一
九
年
に
は
同
専
門
部
教
授
、
新

制
移
行
後
の
昭
和
二
九
年
に
は
一
橋
大
学
社
会
学
部
教
授
と
な
り
昭
和
四
四
年
退
官
さ
れ
る
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
教
育
行
政
学
お

よ
び
ド
イ
ッ
語
を
担
当
、
学
生
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
。
多
田
氏
の
研
究
領
域
は
ド
イ
ッ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
教
育

制
度
お
よ
び
教
育
行
政
の
比
較
考
察
で
あ
り
、
戦
後
の
新
学
制
発
足
に
関
連
し
て
貴
重
な
調
査
資
料
、
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
ま
た

多
田
氏
は
早
く
か
ら
人
間
形
成
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
着
目
さ
れ
、
こ
の
方
面
で
も
『
幼
児
の
教
育
』
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

に
多
数
の
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

　
昭
和
二
五
年
は
新
制
度
発
足
二
年
目
に
あ
た
る
。
国
立
本
校
は
い
わ
ぽ
東
京
商
科
大
学
と
し
て
の
最
後
の
年
を
迎
え
て
い
た
。
こ

の
年
、
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
』
を
は
じ
め
と
す
る
重
厚
な
ゲ
ー
テ
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
関
泰
祐
氏
が
、
吹
田
氏
以
後
ひ

さ
び
さ
の
ド
イ
ッ
文
学
講
義
を
担
当
さ
れ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
関
氏
の
在
任
は
都
合
あ
っ
て
僅
か
一
年
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
講
義

も
集
中
講
義
の
形
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
復
活
し
た
ド
イ
ッ
文
学
講
義
は
後
任
の
大
畑
末
吉
氏
に
受
け
継
が
れ
、
新

制
一
橋
大
学
社
会
学
部
の
講
義
科
目
と
し
て
定
着
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

　
大
畑
末
吉
氏
は
二
筒
、
東
大
を
卒
業
後
、
旧
制
新
潟
高
校
、
山
形
高
校
、
立
教
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
昭
和
二
六
年
、
一
橋
大
学

教
授
と
し
て
本
学
に
迎
え
ら
れ
た
。
以
後
昭
和
四
〇
年
に
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
本
学
ド
イ
ッ
語
ス
タ
ッ
フ
の
中
心
と
し
て
、
前
期
小

平
分
校
の
ド
イ
ッ
語
、
後
期
社
会
学
部
の
ド
イ
ッ
文
学
を
担
当
、
新
制
一
橋
大
学
に
お
け
る
ド
イ
ッ
語
教
育
お
よ
び
関
連
教
科
の
充

実
・
発
展
の
礎
を
築
か
れ
た
。

大
畑
氏
は
な
に
・
り
も
手
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
紹
介
老
と
し
て
著
名
で
あ
る
・
昭
和
三
年
の
『
ア
ン
一
ア
ル
セ
ン
自
伝
』
㎜
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（
岩
波
文
庫
）
に
続
い
て
、
昭
和
一
三
年
か
ら
二
一
年
ま
で
、
八
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
訳
出
さ
れ
た
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
』

（
岩
波
文
庫
）
全
一
〇
巻
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
原
典
か
ら
の
初
の
完
訳
と
し
て
、
画
期
的
な
意
義
を
も
つ
業
績
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
そ
の
後
昭
和
二
八
年
に
は
同
じ
く
『
絵
の
な
い
絵
本
』
、
昭
和
三
五
年
に
は
『
即
興
詩
人
』
の
翻
訳
、
続
い
て
前
記
『
自
伝
』

お
よ
び
『
童
話
集
』
の
改
訳
が
行
な
わ
れ
て
、
大
畑
氏
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
紹
介
・
研
究
の
歴
史
は
実
に
三
〇
余
年
に
及
ぶ
の
で
あ

る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
関
係
以
外
の
領
域
で
は
、
本
学
在
任
中
に
一
橋
論
叢
そ
の
他
に
発
表
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
テ
研
究
の
諸
業

績
に
言
及
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
『
若
き
ゲ
ー
テ
の
社
会
観
』
、
『
ゲ
ー
テ
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
と
い
っ
た
論
文
の
標
題
が
示
す
よ
う
に
、

大
畑
氏
の
研
究
は
ま
ず
ゲ
ー
テ
を
そ
の
時
代
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
上
で
こ
の
偉
大
な
国
民
詩
人

ゲ
ー
テ
の
全
容
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
な
か
で
も
ゲ
ー
テ
の
創
造
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
鋭
く
追
求
し
た
『
ゲ
ー
テ
の
芸
術
理
論
』
、

『
ゲ
ー
テ
哲
学
の
根
本
問
題
』
等
の
諸
論
文
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
は
や
が
て
昭
和
三
九
年
の
学
位
論
文
『
ゲ
ー
テ
に
お
け
る

ス
ピ
ノ
チ
ス
ム
ス
』
（
『
ゲ
ー
テ
哲
学
研
究
』
1
河
出
書
房
ー
所
収
）
に
結
晶
す
る
。
ま
た
大
畑
氏
は
ゲ
ー
テ
の
数
あ
る
作
品
の
な

か
で
は
特
に
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
愛
さ
れ
、
幾
度
と
な
く
ド
イ
ッ
文
学
講
義
の
題
目
に
掲
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
数
点
の
す
ぐ
れ
た

フ
ァ
ウ
ス
ト
論
を
執
筆
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
高
島
善
哉
教
授
と
の
会
話
を
機
に
研
究
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
つ
好
論
『
フ

ァ
ゥ
ス
ト
は
な
ぜ
盲
目
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
』
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
救
済
の
問
題
に
新
た
な
解
釈
を
打
ち
出
し
た
『
フ
ァ
ウ

ス
ト
は
悲
劇
か
喜
劇
か
』
は
そ
の
白
眉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
大
畑
氏
の
停
年
退
官
後
、
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
論
集
』
（
早
大
出
版

会
）
に
収
録
さ
れ
、
前
者
と
も
ど
も
日
本
の
ゲ
ー
テ
研
究
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

　
登
張
正
実
氏
は
大
畑
氏
と
時
を
同
じ
く
し
て
広
島
大
学
か
ら
本
学
に
着
任
さ
れ
た
。
後
年
日
本
独
文
学
会
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た

ド
イ
ッ
文
学
界
の
重
鎮
の
一
人
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
教
養
小
説
の
系
譜
を
辿
る
す
ぐ
れ
た
業
績
を
公
に
し
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
学

斑
1
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で
の
在
任
期
間
は
二
年
で
あ
り
、
昭
和
二
八
年
に
は
東
大
文
学
部
へ
移
ら
れ
た
。

　
植
田
敏
郎
氏
は
旧
制
広
島
高
、
東
大
を
卒
業
後
、
旧
制
静
岡
高
校
、
旧
制
東
京
外
語
、
学
習
院
教
授
を
経
て
昭
和
二
八
年
、
本
学

ド
イ
ッ
語
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
な
ら
れ
た
。
以
後
昭
和
四
六
年
に
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
前
期
小
平
分
校
の
ド
イ
ッ
語
お
よ
び
後
期
社

会
学
部
の
ド
イ
ッ
文
学
講
義
を
担
当
さ
れ
、
前
記
大
畑
氏
お
よ
び
後
述
す
る
橋
本
氏
と
と
も
に
、
本
学
の
ド
イ
ッ
語
・
ド
イ
ッ
文
学

の
教
育
・
研
究
に
尽
さ
れ
た
。
植
田
氏
の
研
究
領
域
は
一
八
世
紀
の
ド
イ
ッ
啓
蒙
思
想
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ

ル
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
に
少
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
文
学
老
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
哲
学
、
言
語
理
論
の
分
野
で
も
重
要
な
思
想

家
で
あ
る
ヘ
ル
ダ
ー
に
関
し
て
、
植
田
氏
は
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
難
解
な
思
想
家
の
代
表
的
な

著
作
の
一
つ
、
『
神
に
つ
い
て
の
会
話
』
を
訳
出
・
公
刊
さ
れ
た
（
第
三
書
房
）
功
績
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
植
田
氏
の
業
績
は

そ
の
他
な
お
多
岐
に
わ
た
る
が
、
長
年
の
留
学
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
無
類
の
ド
イ
ッ
通
と
し
て
の
一
面
に
も
触
れ
た
い
。
氏
は
昭

和
六
年
か
ら
一
一
年
ま
で
ベ
ル
リ
ン
、
ボ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
の
各
大
学
に
学
び
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
学
位
を
取
得
さ
れ
た
。
そ
の
後
も

幾
度
と
な
く
ド
イ
ッ
を
訪
れ
て
、
そ
の
該
博
な
知
識
は
ま
さ
に
ド
イ
ッ
博
士
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
名
著
『
ビ
ー
ル
巡
礼
』
か
ら

く
る
ビ
ー
ル
博
士
の
異
名
は
、
そ
の
一
面
を
表
わ
す
も
の
で
し
か
な
い
。

　
橋
本
郁
雄
氏
は
七
高
、
東
大
を
卒
業
後
、
七
高
‖
鹿
児
島
大
、
熊
本
大
助
教
授
を
経
て
昭
和
二
八
年
に
本
学
に
着
任
さ
れ
た
。
橋

本
氏
は
本
学
で
は
初
め
て
の
ド
イ
ッ
語
学
お
よ
び
ド
イ
ッ
語
史
を
研
究
領
域
と
さ
れ
る
教
官
で
あ
る
。
特
に
中
世
ド
イ
ツ
語
研
究
に

お
い
て
は
わ
が
国
の
中
枢
を
占
め
る
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
内
外
の
機
関
誌
に
も
多
数
の
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い

る
。
橋
本
氏
は
一
八
年
に
わ
た
っ
て
本
学
の
ド
イ
ツ
語
教
育
に
尽
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
六
年
、
学
習
院
大
学
に
移
籍
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
既
に
名
前
の
み
を
挙
げ
た
非
常
勤
講
師
諸
氏
の
な
か
で
は
、
大
成
龍
雄
氏
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
大
成
氏
は
東
大
文
学
部
美
学
　
－
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科
を
卒
業
後
、
旧
大
倉
経
専
1
1
東
京
経
済
大
学
教
授
と
し
て
、
美
学
お
よ
び
ド
イ
ッ
語
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
が
、
そ
の
か
た
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
一
二
年
か
ら
、
小
平
の
旧
制
予
科
で
ド
イ
ッ
語
の
教
鞭
を
と
ら
れ
た
。
以
後
約
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
本
学
ド
イ

ツ
語
教
育
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
功
績
は
、
大
い
に
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
外
人
教
師
ビ
ン
ダ
氏
に
始
ま
っ
た
本
稿
は
、
や
は
り
外
人
教
師
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ラ
イ
ル
氏
で
結
び
た
い
。
本
学
の
ド
イ
ツ

語
担
当
外
人
教
師
は
、
前
述
し
た
ハ
イ
ゼ
氏
の
あ
と
、
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
五
年
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
出
身
の
法
学
博
士
、

テ
オ
ド
ア
・
ス
テ
ル
ン
ベ
ル
ヒ
氏
が
在
任
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
し
ぼ
ら
く
は
空
席
に
な
っ
て
い
た
。
グ
ラ
イ
ル
氏
は
実
に
二

〇
年
ぶ
り
に
本
学
が
迎
え
た
ド
イ
ッ
人
教
師
で
あ
る
。

　
グ
ラ
イ
ル
氏
は
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
現
在
は
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
領
の
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
生
ま
れ
た
。
ド
レ

ー
ス
デ
ン
の
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
東
洋
の
地
に
憧
れ
て
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
来
日
し
、
以
後
日
本
を
第
二
の
故
郷
と
し

て
定
住
さ
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
氏
は
昭
和
八
年
か
ら
北
大
予
科
、
五
高
、
拓
殖
大
学
等
で
ド
イ
ッ
語
の
教
鞭
を
と
ら
れ
た
の

ち
、
昭
和
二
五
年
に
本
学
の
専
任
外
国
人
教
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、
昭
和
五
二
年
ま
で
実
に
二
七
年
に
わ
た
っ
て
本
学
の
ド
イ
ッ
語

教
育
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
本
学
の
ド
イ
ツ
語
担
当
教
官
の
最
長
記
録
で
あ
る
。
大
正
期
の
ハ
イ
ゼ
氏

に
比
し
て
そ
の
教
授
ぶ
り
は
必
ず
し
も
厳
格
で
は
な
か
っ
た
が
、
氏
も
ま
た
こ
よ
な
く
学
生
を
愛
さ
れ
て
、
新
制
一
橋
で
ド
イ
ッ
語

を
学
ん
だ
卒
業
生
に
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
懐
し
き
師
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
滞
日
六
〇
年
を
迎
え
る
グ
ラ
イ
ル
氏
の
温
顔
を
思
い
浮

べ
つ
つ
、
一
橋
ド
イ
ッ
語
百
年
の
素
描
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。


